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塩山 (M44)、河口湖西部 (M44)、韮崎 (M44)、小笠



















北部 (M相)、石和 (M判)、塩山 (M44)、河口調西部 (M判)、











































































































































































































































運動中 作業中 日常生活行動巾 その他/不明
叩府 53.1 42.2 
(1.64) (-2.24・)
峡北 42.0 64.1 
(2.28") (-0.64) 
峡点 44.0 98.7 
(-4.27“) (1.63) 
tl;南 23.3 76.4 
(-3.62*') (4.52") 






















富士五湖 108.2 29.9 14.4 18.5 
(11.33'") (-4.89") (-4.78'") ( -2.03吋)
p < .05 . : pく 01
表2 人口10万人当りの年齢別熱中症搬送者敢に閲する
ど検定および捜差分析の結果
O-19 [瑚 20-39 [歳J 40 -64 [歳J 65 -[歳l
甲府 232.3 114.3 96.6 252.3 
(3.18"') (ー0.26) (-O.3(i) ( -2.47") 
峡北 202.5 13U.8 118.5 379.7 
(2.81“) (-0.88) (-0.07) (3.30'勺
峡東 176.0 181.0 151.2 518.8 
(-8.97勺 (0.82) (0.40) (7.32") 
峡南 106.5 52.5 14.3 311.7 
(ふ81") (-5.38吋) (3.83'-) (6.69*) 
東部 30:tO 177.9 Hi6.9 389.1 
(0.69) (0.37) (1.83) (-2.22つ
富士五湖 382.7 173.1 ()1.3 153.4 
(11.28叫) (4.60“) (-5.50") (ー12.69")
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析計 (HP6890GC+ BU -20 GC Mate)を用いた。
研究結果





































Paq= (C23+C2S) / (C23+C2S+C29+C31) 
で表される古植生指標で、堆積物への沈水植物の寄与度















































































































































































































































































?ロモジ 7 175 
コシ7"7ラ 2 50 
コミネ力エデ 1 25 
ソヨゴ 8 2曲
ヲカノツメ 1 25 
ずンコウバイ 3 75 
ツガ 18 450 
ツリパナ 1 275 
ネジキ 2 50 
ヒナウチワカエデ 5 125 
ヒノキ
ヒロハツリパナ 2 50 
マメザウラ 2 50 
ミツバカエデ 1 25 
ミツバツツジ 4 1回
ミヤマザヲラ 1 25 
ムラサキシキ"7 9 225 
モミ 18 450 
リョウブ 2 50 
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Time < 0.01 
Condition = 0.049 
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ヘpく0.05; 常酸素 VS. 低酸素， #， p<0.05 VS.運動開始
前の安静時との有意差。値は平均値±標準誤差











































































































Control Heat Psy Psy+Heat Elec 
園2 高温曙露、心理的ストレス、心理的ストレス+高
温曝露、身体的ストレス曝露による体重変化
( Heat:高温曝耳、 Psy:心理的ストレス、 Elec:身体

















Control Heat Psy Psy+Heat Elec 
囲3 高温曝露、心理的ストレス、心理的ストレス+高
温曝露、身体的ストレス曝露による体重変化
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投与期間(月)
血中の中性脂肪








































e = 6.1078 X1 0237.3+1 (2 ) 
17 
園1 解析対象地{点U気象官署)











観測相対湿度との平均誤差 (ME:Mean Error) .!::二乗


















































E:slimaled RH using PW 
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標局 (m) 1，260 1，360 1，010 
方位 N120E N650W N560E 
傾斜 (0) 21 13 3 
立木密度 ( Iha) 320 640 440 
平均胸高直径 (cm) 19.9 19.3 253 





2007年 0.7 7.6 67.3 
2008年 8.0 2.3 1.3 
2009年 13.4 36.2 98.1 
2010年 0.6 2.9 0.0 
2011年 2.1 29.0 41.1 
2012年 0.1 3.6 0.1 























































































































































J、:ハ 人 ↓ ー 富士河口湖町
I I、. 、 一一富士吉田市も，、， I I、、、ー，、.、，、
63333339月
2004年 '05年 '06年 '07年 '08年 '09年 '10年
図2 住宅地および耕作地への野生ニホンザル「吉田群」














































































































1) Tsunetsugu et a1. (2010) Environ Health and 
Prev Medicine. 15 : 27 -37. 
Lee et al. (2009) ScandJ Forest Res. 24 : 227 -234 







Hb0 2 • HHb.加talHbとも大きな変動は示さなかったが、
座観終了3分前付近から、 Hb02の低下が見られ、それ
にともなって加talHbも低下した。 C条件では反対に、















2.4 :t 0.6 
2.2 :t 0.7. 
0.9 :t 0.4 
0.2 :t 0.1 
0.3 士 0.2
0.2 :t 0.2 
2.6 士 0.7.
3.9 土 0.9
1.7 :t 0.5  
0.9 :t 0.3. 
4.9 :t 0.4  
4.1士 0.3.




3.5 :t 0.7 
4.2 :t 0.9 
1.2 :t 0.4 
1.5 :t 0.5 
0.5 :t 0.2 
0.4 :t 0.2 
4.3士1.0
5.l土 0.9
2.6 :t 0.7 
2.7 :t 0.5 
5.1 :t 0.6 
5.8 士 0.6
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iDamage by the Wildlife and Damage Management 






























































個人学習来所 自由学習団体 計者数 来所者数(団体数)
4月 404 o (0) 404 
5月 645 o (0) 645 
6月 595 84 (1) 679 
7月 376 o (0) 376 
8月 901 14 (1) 915 
9月 500 o (0) 500 
10月 1，140 13 (1) 1，153 
1月 151 o (0) 151 
12月 103 o (0) 103 
1月 49 o (0) 49 
2月 38 o (0) 38 
3月 223 8 (1) 231 
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学習指導者派遣 77 4.207 
施設提供 18 932 
学習備品貸出 5 571 
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個人利用 人 数 4025人



















DVD視聴 人 数 151人
本 数 86枚
















































































































































































15: 10~ 安田泰輔 (YIE5，植物生態学)
「河口湖湖畔における特定外来生物アレチウ
リの分布と拡大予測」
15: 40~ 御園生拓 (UYSS，生命環境環境科学科)
I都市歩道景観の快適性とは何かj








15 : 30~ 16 : 00 Iビッグデータを活用するJ(仮題)
下川敏雄(山梨大・医工総合・持続社
会形成/生命環境・地域社会システム)
16 : OO~ 16 : 30 I官士山はなぜ見えるか眺望を支え
るもの」
池口仁(県環境研・地域環境政策)
16 : 30~16 : 45 休憩
16 : 45~ 17 : 15 I山梨県の地質と地下水・濁水」
内山 高(県環境研・自然環境・富士
山火山)





























































































































































































































































































13:05 ~ 13:55 rある火山研究者と富士山』
(環境科学研究所・所長荒牧重雄)
14:05 ~ 15:20 r環境科学研究所17年閣の研究活動』
(環境科学研究所・副所長瀬子義幸)
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